
いちごドリルプリント

神奈川
公立高校入試プリント 名前

問1 気温が18.0℃、湿度が50％の部屋があります。18.0℃における飽和水蒸気量が15.4g/m³であるとき、この部屋の空気の露点として最も近い温
度を求めなさい。なお、各温度における飽和水蒸気量は、11.0℃で10.0g/m³、10.0℃で9.4g/m³、9.0℃で8.8g/m³、8.0℃で8.3g/m³、7.0
℃で7.7g/m³とします。 （2015年 神奈川公立入試 類似）

1. 7.0℃ 2. 8.0℃ 3. 9.0℃ 4. 10.0℃

問2 水を入れた三角フラスコの中に、炭酸水素ナトリウムとクエン酸の粉末を少量ずつ加えたところ、激しく泡が発生して気体が生じました。この
とき発生した気体の性質として最も適切なものはどれですか。 （2025年 神奈川公立入試 類似）

1. 無色、無臭の気体であり、石灰水
に通すと白く濁る。

2. 無色、無臭の気体であり、火のつ
いたマッチを近づけると音を立てて
燃える。

3. 特有の刺激臭がある気体であり、
水によく溶けてアルカリ性を示す。

4. 特有の刺激臭がある気体であり、
石灰水に通すと白く濁る。

問3 酸化銅と炭素粉末を混合して加熱し、銅と二酸化炭素を生成させる実験を行った。このとき起こる化学変化の名称と、反応に関わった物質全体
の質量の関係について述べたものとして最も適切なものはどれか。 （2023年 神奈川公立入試 類似）

1. 酸化銅が還元されて銅になり、反
応に関与する物質の総質量は反応の
前後で変化しないという質量保存の
法則が成り立つ。

2. 酸化銅が還元されて銅になり、反
応によって発生した気体の分だけ、
反応に関与する物質の総質量は反応
前より減少する。

3. 酸化銅が酸化されて銅になり、反
応に関与する物質の総質量は反応の
前後で変化しないという質量保存の
法則が成り立つ。

4. 酸化銅が酸化されて銅になり、加
えた炭素の質量の分だけ、反応に関
与する物質の総質量は反応前より増
加する。

問4 二酸化炭素濃度が1.5％に保たれた密閉容器の中に、ある植物の「白い根」を10g入れ、光を遮って一定時間放置したところ、二酸化炭素濃度は
1.7％に上昇しました。同じ条件で、同じ植物の「緑色の葉」を20g入れて実験を行った場合、一定時間後の容器内の二酸化炭素濃度は何％にな
ると予測されますか。 （2026年 神奈川公立入試 類似）

1. 1.9％ 2. 1.7％ 3. 2.0％ 4. 1.4％

問5 検流計に接続された筒状のコイルの真上から、棒磁石をコイルの内部に向かって下方向に動かして電流を発生させる実験を行う。このとき、検
流計の針の振れをより大きくするための操作の説明として、最も適切なものはどれか。 （2014年 神奈川公立入試 類似）

1. コイルの巻き数を増やし、より磁
力の強い磁石を速く動かす

2. コイルの巻き数を増やし、磁石を
より高い位置からゆっくりと動かす

3. コイルの巻き数を減らし、より磁
力の強い磁石を速く動かす

4. コイルの巻き数を減らし、磁石を
より低い位置からゆっくりと動かす

問6 唾液のはたらきを調べるために、デンプン溶液と薄めた唾液を入れた試験管を用意し、約40度の湯に入れて反応を観察する実験を計画しました
。この実験の対照実験として、もう1本の試験管の条件をどのように設定するのが最も適切ですか。 （2014年 神奈川公立入試 類似）

1. 同じ量のデンプン溶液に、唾液と
同量の水を加え、同じ約40度の湯に
入れる

2. 同じ量のデンプン溶液に、唾液を
多めに加え、室温（約20度）の場所
に置く

3. デンプン溶液の量を半分にし、唾
液の代わりに水を加え、約40度の湯
に入れる

4. 異なる濃度のデンプン溶液に、唾
液と同量の水を加え、沸騰した湯に
入れる

問7 遺伝の規則性において、子の形質から親の遺伝子型を推定する原理について述べたものとして、最も適切なものはどれか、選びなさい。 （2015年

神奈川公立入試 類似）

1. 潜性形質の子が生まれた場合、そ
の両親は必ずどちらも潜性遺伝子を
保持している。

2. 優性形質の子が生まれた場合、そ
の両親はどちらも必ず優性遺伝子の
みを保持している。

3. 潜性形質の子が生まれた場合、少
なくとも一方の親が潜性遺伝子を保
持していればよい。

4. 優性形質の子が生まれた場合、そ
の両親はどちらも必ず潜性遺伝子を
持っていない。

問8 黒色の毛をもつ個体（優性）の遺伝子型を調べる際、交配相手として茶色の毛（劣性）をもつ純系の個体を選ぶ理由として、最も適切な説明は
どれですか。 （2024年 神奈川公立入試 類似）

1. 茶色の毛の個体は、常に優性の遺
伝子を隠し持っているから

2. 劣性の形質が現れている個体は、
必ず特定の遺伝子型（劣性のホモ接
合）であると判断できるから

3. 茶色の毛の個体と交配させると、
親の遺伝子型に関わらず常にすべて
茶色の毛の子が生まれるから

4. 優性の形質をもつ純系の個体と交
配させるよりも、突然変異が起こり
にくいから

問9 台ばかりに載った水槽の中に、2つの物体が縦に糸でつながれ、ばねばかりに吊るされて完全に沈んでいます。この状態から、2つの物体をつな
ぐ糸を切ったところ、下の物体は離れて水槽の底に沈みました。このとき、「ばねばかり」の目盛りが示す値の変化について、正しい説明はど
れですか。 （2018年 神奈川公立入試 類似）

1. 値が小さくなる。ばねばかりが支
える力が、2つの物体に働く（重力－
浮力）の合計から、上の物体に働く
（重力－浮力）のみに減少するから
。

2. 値が大きくなる。下の物体が切り
離されることで、上の物体を下方へ
引き下げていた糸の張力がなくなり
、ばねがより強く引き上げられるか
ら。

3. 値は変わらない。物体が水中に留
まっている限り、物体に働く浮力の
大きさは変わらず、ばねばかりに加
わる力のつり合いも変化しないから
。

4. 値が小さくなる。下の物体が水槽
の底に沈むことで、水面がわずかに
上昇し、上の物体に働く浮力が増加
して上向きの力が強まるから。

問10 鉄粉3.5gと硫黄の粉末2.0gを混ぜ合わせて加熱したところ、過不足なく反応して硫化鉄ができました。このように、化学反応に関与する物質の
質量の間に常に一定の割合が成り立つことを何の法則といいますか。 （2019年 神奈川公立入試 類似）

1. 定比例の法則 2. 質量保存の法則 3. 原子の保存の法則 4. 倍数比例の法則

問11 太陽系にある惑星の大きさについて、地球の直径を1としたときの各天体の比率を考えます。火星の直径は約0.53倍、土星は約9.45倍、木星は
約11.21倍であることがわかっています。これに対し、地球の約4倍の直径を持つ惑星はどれですか。 （2026年 神奈川公立入試 類似）

1. 天王星 2. 火星 3. 土星 4. 木星

問12 酸化銅（銅原子を表す黒い円と酸素原子を表す白い円が1つずつ結合したもの）と水素を反応させて、銅と水を生成する化学変化を分子モデルで
考えます。このとき、反応前の「水素」と反応後に生成される「水」のモデルの構成として、正しい説明はどれですか。 （2017年 神奈川公立入試 類似）

1. 水素は同じ種類の原子2個が結び
ついた「水素分子」であり、水は酸
素原子1個に水素原子2個が結びつい
た「水分子」である

2. 水素はバラバラの「水素原子」で
あり、水は酸素原子1個に水素原子1
個が結びついたものである

3. 水素は酸素原子2個が結びついた
「酸素分子」であり、水は水素原子2
個に酸素原子2個が結びついたもので
ある

4. 水素は同じ種類の原子2個が結び
ついた「水素分子」であり、水は炭
素原子1個に酸素原子2個が結びつい
た「二酸化炭素分子」である
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

7.0℃

現在の空気1m³あたりに含まれる水蒸気量は、「現在の気温における飽和水蒸気量 × 湿度 ÷
100」で求められます。この部屋の場合、15.4g/m³ × 0.5 ＝ 7.7g/m³となります。露点は
、この水蒸気量（7.7g/m³）がその温度での飽和水蒸気量と一致する温度であるため、示され
たデータから7.7g/m³に対応する7.0℃が露点であると特定できます。

問2 答え 1

無色、無臭の気体であり、石灰水に通すと白

く濁る。

炭酸水素ナトリウムとクエン酸を反応させると、二酸化炭素が発生します。二酸化炭素は無色
・無臭の気体であり、石灰水（水酸化カルシウム水溶液）と反応して不溶性の炭酸カルシウム
を生成するため、石灰水を白く濁らせる性質を持ちます。これに対し、音を立てて燃えるのは
水素、刺激臭があり水に溶けてアルカリ性を示すのはアンモニアの性質です。

問3 答え 1

酸化銅が還元されて銅になり、反応に関与す

る物質の総質量は反応の前後で変化しないと

いう質量保存の法則が成り立つ。

酸化物から酸素が取り除かれる化学変化を還元と呼びます。この実験では、酸化銅が炭素によ
って酸素を奪われ、銅に還元されています。また、どのような化学変化においても、反応前の
物質の総質量と反応後の物質の総質量は等しく保たれます。これを質量保存の法則といいます
。試験管内の固体の質量が減ったように見えるのは、生成された二酸化炭素が気体として外に
逃げ出したためであり、系全体の質量は変わっていません。

問4 答え 1

1.9％

植物の呼吸による二酸化炭素の放出量は、部位の色（葉緑体の有無）に関係なく質量に比例し
ます。10gの植物で濃度が0.2％（1.7−1.5）上昇したことから、2倍の質量である20gの植物
を用いた場合は、上昇量も2倍の0.4％になると考えられます。したがって、もとの濃度1.5％
に0.4％を加えた1.9％が正解となります。

問5 答え 1

コイルの巻き数を増やし、より磁力の強い磁

石を速く動かす

電磁誘導によって生じる誘導電流の強さは、単位時間あたりの磁界の変化量に比例する。その
ため、磁力の強い磁石を使用すること、磁石を動かす速さを速くすること、およびコイルの巻
き数を増やすことのすべてが、電流を強くするための有効な条件となる。磁石を動かし始める
位置を高くしても、動かす速さ自体が速くならなければ電流を強くする効果は得られない。

問6 答え 1

同じ量のデンプン溶液に、唾液と同量の水を

加え、同じ約40度の湯に入れる

対照実験の基本原則は、「調べようとする条件（この場合は唾液の有無）」以外のすべての条
件を一致させることです。デンプン溶液の量、加える液体の量（水か唾液か）、および反応時
の温度を等しく設定することで、実験結果の差が唾液の有無のみに起因することを担保できま
す。デンプン溶液の量や温度を変えてしまうと、正しく比較することができません。

問7 答え 1

潜性形質の子が生まれた場合、その両親は必

ずどちらも潜性遺伝子を保持している。

対立遺伝子のうち、潜性形質が表現型として現れるためには、潜性遺伝子が対（ホモ接合）に
なっている必要があります。子は遺伝子の半分を父親から、もう半分を母親から受け継ぐため
、子が潜性形質を示すということは、両親がそれぞれ少なくとも一つは潜性遺伝子を持ってい
ることを意味します。一方で、優性形質の子が生まれた場合にわかるのは、少なくともどちら
か一方の親が優性遺伝子を保持しているということまでです。

問8 答え 2

劣性の形質が現れている個体は、必ず特定の

遺伝子型（劣性のホモ接合）であると判断で

きるから

劣性の形質が表現型として現れている個体は、その形質の遺伝子を2つ持つ「純系」であるこ
とが確定しています。このような個体と交配させることで、調べたい個体が隠し持っている遺
伝子の有無を、子の形質の現れ方から直接確認することが可能になります。この手法は検定交
雑と呼ばれます。

問9 答え 1

値が小さくなる。ばねばかりが支える力が、

2つの物体に働く（重力－浮力）の合計から

、上の物体に働く（重力－浮力）のみに減少

するから。

ばねばかりは、吊り下げた物体に働く重力から、その物体が受ける浮力を差し引いた「上向き
に支える力」を計測しています。糸を切る前、ばねばかりは上下2つの物体分の（重力－浮力
）を合計した力を支えています。糸を切ると、下の物体はばねばかりから切り離されるため、
ばねばかりは上の物体のみを支えることになり、表示される値は小さくなります。力のつり合
いを考えると、ばねが引く力と、残った物体の重力から浮力を引いた値が等しくなることがわ
かります。

問1
0

答え 1

定比例の法則

化学反応において、反応する物質の質量の割合は常に一定であるという原理を「定比例の法則
」と呼びます。鉄と硫黄が反応して硫化鉄ができる場合、その質量比は常に鉄：硫黄＝7：4（
3.5：2.0を整数比にしたもの）となります。

問1
1

答え 1

天王星

太陽系の天体の直径を地球を1とした比率で比較すると、天王星の直径は約4.01倍となってい
ます。他の惑星では、火星は地球より小さく約0.53倍、土星は約9.45倍、木星は約11.21倍と
地球よりはるかに大きいため、約4倍に該当するのは天王星です。

問1
2

答え 1

水素は同じ種類の原子2個が結びついた「水

素分子」であり、水は酸素原子1個に水素原

子2個が結びついた「水分子」である

化学反応を分子モデルで表す際、水素は2つの水素原子が結びついた水素分子として存在して
います。酸化銅と反応すると、酸化銅中の酸素原子と水素分子が結びつき、1つの酸素原子に
対して2つの水素原子が結合した水分子が生成されます。このように、化学変化は「原子の組
み換え」によって別の物質ができる現象です。


